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学位論文審査結果報告書 
平成 26年 1月 4日 
大学院医学研究科長様 
 
下記の通り学位論文の審査を終了したので報告いたします。 
 
【審査結果要旨】 
氏名 佐藤 愛 
 
学位論文題名：『早期慢性膵炎における新たな超音波内視鏡診断基準の有用性』 
Usefulness of new EUS criteria for diagnosis of chronic pancreatitis, especially 
early chronic pancreatitis. 
 
本論文は、超音波内視鏡（EUS）を用いた慢性膵炎の新しい診断基準を提唱し、当該研
究者が 177 例の検討から得た臨床データに基づき、過去に報告された診断基準と比較検
討を行った成果を報告したものである。提唱された診断基準は、2009 年に報告された
Rosemont 診断基準よりも簡便で使用し易くなった点、今まで使用されていなかった正
常膵と考えられる構造（Fine-reticular pattern）を明記することにより疑陽性例を減
らす可能性がある点が本診断基準の特徴であり、古典的診断基準と比較した優越性およ
び Rosemont診断基準と比較した非劣性を統計学的に証明した。 
予備審査委員会では、主として慢性膵炎の診断における Gold standard として ERP所
見を用いることに関する妥当性、EUS における Fine-reticular pattern の評価法の詳
細を記載すべき、などの点が指摘された。その他の諸点については、別紙のとおりで、
それぞれ加筆・訂正を確認した。 
本論文は、非可逆性・進行性疾患である慢性膵炎に対し、特に早期における病変を適切に
評価するための超音波内視鏡を用いた新しい診断基準を提示した点に新規性を認める。今
後、この新しい診断基準により、生活指導あるいは薬剤による介入などの治療が奏功する可
能性のある早期慢性膵炎症例を適切に診断しうることが期待される。興味深い研究であり、
臨床上大きな意義を有することから、学位論文授与に値すると考えられる。 
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